
発熱、嘔吐下痢などの 
ストレス 

ヒドロコルチゾン 
在宅自己注射が 
承認されれば・・ 

ショック 
痙攣 
意識障害 

全身状態良好 

 集中治療および長期入院が必要 
 時に致死的な経過 
 救命しても後遺症が残る可能性 

 ストレスの原因となる疾患への対応 
 日帰り〜数日の入院で対応可能 

医療機関 自宅など 

「急性副腎皮質機能不全(副腎クリーゼ)時のヒドロコルチゾン製剤投与 
に対する在宅自己注射指導」について 

【技術の概要】 患者ないし家族が急性副腎皮質機能不全(副腎クリーゼ)発作時に救急処置で効果的かつ安全に 
ヒドロコルチゾン製剤を緊急投与（筋肉内注射）出来るように指導すること。 

 

【対象疾患】  
・副腎皮質機能低下症 
対象患者は約１１３００人 

【診療報酬上の取扱】  
在宅自己注射指導管理料（月２７回以下） ６５０点  

【既存の治療法との比較】 現在ヒドロコルチゾン製剤は在宅自己注射指導の対象薬剤として認められていない。 
したがって、発作時には、医療機関に到達するまでヒドロコルチゾン投与を受けられない。 

【有効性】 米国、英国、豪州など先進国では、患者ないし家族による本製剤の緊急時の筋肉内注射が診療ガイドライン 
でも推奨されていて、すでに標準的な治療として有効かつ安全に行われている。 

現在承認されている 
治療では・・ 
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